
 

                     11 月 0・1・2 歳児 

クラスだより 
 

 

≪ 0 歳児 さくらんぼ組 ≫ 

・全身を使ってのびのびと遊ぶ。 

・保育者や友だちと遊んだりやり取りすることを楽しむ。 

・気温の変化に合わせて、衣類や活動を調整し、健康に過ごせるようにする。 

 

気持ちのいいお天気が続いた 10 月は、戸外でたっぷりと遊ぶことができ 

ました。「芸術の秋」にちなんで、鈴やキーボードを使った楽器あそびも 

取り入れました。鈴は子どもたちに大人気で、保育者と一緒に歌に合わせて 

リズム打ちを楽しみました。キーボードにも興味津々で、鍵盤を押して音が 

出ることに驚いたり、さまざまなボタンを押して思わぬビートが流れ出し、 

みんなでびっくりしたり大笑いしたりと、楽しい時間となりました。リズム 

に合わせて体を揺らしたり、頭を振って踊ったりと、一人ひとりの豊かな 

表現がたくさん見られました。 

11 月も体をたくさん動かして遊び、元気いっぱいに過ごしていきたいと 

思います。 

 

≪ 1 歳 1 組 ばなな 1 組 ≫ 

 ・戸外遊びを通して葉や虫を見つけ、季節を感じながら探索や観察を楽しむ。 

・保育者や友だちと同じ遊びを共有したり、やりとりを通して関わり合う楽しさを感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    国立ひまわり保育園 

    令和 7 年 10 月 31 日 

 

 

 

 最近では、お友だちとの関わりがますます増えてきています。 

「○○ちゃん！」「○○くん！」と名前を呼び合ったり、困っ

ているお友だちを助けてあげたりする姿が見られるようになり

ました。 

また、異年齢での交流も増え、年上の子の遊びを真似して楽し

んだり、年下のお友だちには玩具を貸してあげたりと、優しく

関わる姿も見られます。 

大好きなホールでは、体を思いきり動かして遊んでいます。 

はしごやすべり台でのびのびと体を使って遊ぶほか、新しく出

したバランスストーンでは、保育者の動きを見ながら「落ちな

いように…」と慎重に渡ったり、お友だちと手をつないで協力

したりと、笑顔いっぱいで楽しむ子どもたちの姿が見られまし

た。 

 

 

 

 

 



肌寒く感じる日が続いていますが、子どもたちは元気いっぱい園庭で

遊んでいます 

園庭では、地面に落ちた赤や黄色の葉っぱを見つけて「せんせい！赤い

葉っぱだね！」と教えてくれたり、園庭から見える木々が緑から赤へと色

づくことに気づいたりと、子どもたちの身近なところでも秋の変化を感

じています。外遊びのあとは、しっかりと手を洗って入室するよう声をか

けています。最初の頃はうっかり忘れてしまうこともありましたが、最近

ではすっかり習慣となり、「ただいま！」と入室してすぐに石けんで手を

洗う姿が見られます。食事の前にも自分から手を洗い、「洗ったよー！」

と嬉しそうに見せてくれる子もいます。 

毎日の生活の中で身についた手洗いの習慣を大切にしながら、これか

らの季節も風邪や感染症から体を守っていきたいと思います。 

 

 

≪1 歳 2 組 ばなな 2 組 ≫ 

・木の実や落ち葉など秋の自然に興味を持ち、触れたり、遊んだりする。 

・遊びの中で自己主張をしながら、保育者や友だちとのやり取りを楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 2 歳児 みかん組 ≫ 

・保育士や友達と関わりながら、造形遊びや表現遊びを楽しむ。 

・戸外で体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

・衣服の調節を行い、健康的に過ごせるようにする。 

・   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・戸外遊び用の上着をご用意ください。園庭用の上着は活動の妨げに 

ならないように、フードが付いていない物の用意をお願いします。  

また登園用の上着も園庭用と同様に、記名とフックにかけるためのループ状のひもを 

つけてくださいますよう、お願いいたします。（必要な際は担任からお声掛けします） 

・寒くなってきましたが体調に合わせて薄着で過ごしたいと思っております。 

室内は適度な温度湿度に調節いたしますので肌着（半袖、ランニング）と 

薄手の長袖（ロングＴシャツ）が活動しやすいです。長袖の肌着・裏起毛の衣類は 

汗ばんでしまうので避けていただくようお願いいたします。 

何かご相談がありましたら担任にお伝えください。 

秋が深まり、「自然の落とし物」が見られる季節になりました。 

園庭にもいろいろな色の葉っぱが落ちており、子どもたちは「はっぱ！」

と覚えたての言葉でうれしそうに教えてくれます。また、まだ言葉が少

ない子も、保育者の話を一生懸命聞こうとする姿が多く見られるように

なりました。 

 ある日、お友だちが他のお友だちの持っているパズルに興味を持ち、

黙って持っていってしまう場面がありました。すると保育者が「○○ち

ゃんのお顔を見て。ちょっと悲しそうなお顔しているね」と声をかける

と、持っていったお友だちはしばらく考えた後、そっとパズルを返しに

来てくれました。 

「自分も使いたい」「でもお友だちが悲しそう…」そんな気持ちの間で、

一生懸命考えていたようです。お友だちとの関わりが増える中で、楽し

い時間もあれば、思いがぶつかることもあります。 

 これからも子どもたちが自分で考え、相手の気持ちを感じ取れるよ

う、丁寧に関わっていきたいと思います。 

 


